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 1 

    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ 新型コロナウイルスの爆発的感染問題について 

 

 新型コロナウイルス感染症患者が本市でも爆発的に増えている。

市民の不安が高まっている。そこで以下について問う。 

 

 

① 市内における新型コロナウイルス感染者数の現況と感染対策

について。 

② 新型コロナウイルス感染症に対する無料検査の周知について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ 高齢者問題について 

 

 高物価とコロナ禍で市の高齢者はかつてない苦境に陥っている。

９月の敬老月間にとどまらず「年中敬老の町・鳥羽」をめざし、高

齢者が住み慣れた地で元気に暮らして頂けるよう以下の諸点につ

いて問う。 

 

 

① 今年 10 月から後期高齢者の医療費窓口負担が 2 倍となる。鳥

羽市の高齢者にどんな影響が生じるのか。また、市としてどの

ような対策を行うのか。 

② 鳥羽市の高齢者は地域経済と市財政に大きく貢献している。年

金受給総額、納税額、経済波及効果額の推計額はどうか。 

③ 貢献にふさわしい処遇を受ける道理も根拠もある。元気に暮ら

すための補聴器補助、外出支援策の進展はどうなっているのか。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １０         戸 上  健 

 

○ 特別障害者手当制度の積極運用について 

 

 昨今の物価高騰は障害者とその世帯にとって重大な生活苦をも

たらしている。救うための施策のひとつに「特別障害者手当」制度

がある。市として積極活用が求められるがそうなっているのか、以

下の諸点について問う。 

 

 

① 制度の中味、受けられる対象、手当額、財源はどのようなもの

か。 

② 市の受給者数と過去 10年の推移はどうなっているか。 

③ 受給に該当すると見込まれる障害者推計数について。 

④ 制度を積極活用して障害で苦しむ方々と家族を救済するため、

市としてどのような改善が可能か。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       １         南 川 則 之 

 

○ 奥谷地区周辺の防災・減災の更なる取組みと強化について 

 

 町内会や自治会など地域住民でつくる自主防災組織の活動は、コ

ロナ禍が長期化する中、市民参加の炊き出しや避難訓練などが減少

傾向にあり、防災力の低下にもつながっている。市民の命を守る行

動と訓練は必要であり、町内に指定避難場所のない奥谷地区周辺の

防災・減災の更なる取組みと強化は喫緊の課題である。そこで以下

の点について問う。 

 

 

① 奥谷地区周辺住民の命を守るための風水害等避難所及び津波

避難場所への誘導について。 

② 災害備蓄品保管や集会施設となっている中央公民館奥谷分館

の老朽化対策について。 

③ 普通河川奥谷川上流の河川改修及び砂防事業の必要性につい

て。 

 

＜市長、副市長、教育長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

       １         南 川 則 之 

 

○ 市職員が活力を持って取り組める職場環境づくりについて 

 

 コロナ禍が長期化する中、市民の生活を守るため、市役所職場の

最前線で使命感を持ち続けながら働くエッセンシャルワーカーは

必要不可欠な存在であります。また、コロナの影響により、職員は

全ての職場で仕事量が非常に増加し、多くの業務負担を抱えながら

全力を尽くしていますが、市民生活を支えるためにも仕事と生活の

調和を実現し、女性職員が活躍できる環境整備と全職員が働きやす

い職場環境の整備は喫緊の課題である。 

 

 

① 計画期間を令和 8 年 3 月 31 日までとして策定された鳥羽市

特定事業主行動計画の推進体制について。 

② 鳥羽市特定事業主行動計画の取組み状況と数値目標の達成

状況及び今後の対策について。 

③ 会計年度任用職員の処遇改善について。 

 

＜市長、副市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      ２         濱 口 正 久 

 

○ 2040年に向けた鳥羽市のまちづくりについて 

 

 2040年鳥羽市の人口は 1万人を下回ると予想されています。2040

年に向けた鳥羽市の重点施策に地域共生社会の実現とあります。

2040 年に鳥羽市の産業や経済はどのようになっていると予想され

ているのか、また市民のくらしはどのようになっていると予想し施

策を展開していく考えなのか、なぜ地域共生社会の実現なのか、鳥

羽市の施策展開や市長の考えについて以下の諸点を問います。 

 

 

① なぜ地域共生社会を目指すのか。 

 誰のため、何のための取り組みか 

② 地域共生社会の実現に向けた現状はどうなのか。 

 現在の取り組みや今後の展開について 

③ 地域共生社会の目指す鳥羽市の未来はどうなっているのか。 

 2040年の市民のくらしや経済について 

④ 地域共生社会の実現に向けた市長の考えや思いは。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １２         坂 倉 広 子 
 

○ 防災減災対策について 

 

 近年、風水害や地震等の災害が各地で発生し、政府や地方公共団

体による適時・的確な防災対応が一層求められている。このため、

気象庁が提供する防災気象情報が住民の的確な防災行動に結びつ

くよう、気象台が市町村、都道府県、関係省庁の地方出先機関等と

一体となり、地域の気象防災に貢献するための取り組みを進めてい

る。本市の現状をお伺いします。 

 

 

① 気象庁地域防災支援における取り組みの推進について。 

② 防災気象情報の実践的な利活用について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

     １２         坂 倉 広 子 
 

○ 災害時における障がい者の方への情報伝達について 

 

 災害時において行政からの情報伝達手段は、大変重要なものであ

ります。なかでも障がい者の方は、災害時において大変な不安を抱

えております。 

そこで、本市における現状及び取組についてお伺いします。 

 

 

① 聴覚障がい者の方への情報伝達方法について。 

② 避難所における災害要援護者の視点からみた情報伝達や方

法について。 

③ ユニバーサルデザイン（UD)ピクトグラムの活用について。 

④ 聴覚・言語障がい者の方や音声による通報に不安がある方が

利用できる Net199緊急通報システムの導入について。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

      １２           坂 倉 広 子 

 

○ 市民の命を守るAEDの管理体制及びプライバシー保護につい

て 

 

 AEDは、救急車が到着するまでの緊急時において、市民の命をつ

なげる大変重要となる機器の一つであることから、市内の各所に行

政・民間により配置がされているところです。そこで、次の点につ

いてお伺いします。 

 

 

① 本市における AEDの設置場所について。 

② 設置された AEDの管理体制について。 

③ AED 使用時における女性のプライバシー保護の考えについて。 

 

＜市長及び担当課長＞ 
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    番 発言通告者 議席番号 
  

 

件名及び 

 

要  旨 

氏  名 

 

３           瀬 﨑 伸 一 

 

○ 鳥羽市の高齢者、障がい者、学生の移動に係る支援策について 

 

 「自動車中心社会において、移動を制約されるひと」という視点

で、高齢者、障がい者、学生を見た時、その移動手段として公共交

通がイメージされる事から、鳥羽市の地域公共交通、特にバス事業

に関連する部分について、今回の質問の前提として問う。今後の人

口推計を見ても今の形のままというのは想定しにくい中、如何に公

共交通を維持展開していくかは、市行政としての重要な命題となる。

その一方で、移動手段を持たない方々への支援策の拡充を念頭にお

き、利用促進の観点から公共交通を見た場合、より利用しやすい公

共交通としていく即効性のある施策も必要となる。一見、相反する

施策ともとれるが、同時進行で展開しなければならないものと考え

る。現在、様々に支援策を打ち出す鳥羽市であるが、十分なものと

認識されているか。高齢者、障がい者、学生、それぞれのケースで

見て、より利用者ニーズに合った形は何か。今回は、公共交通、特

にバス事業の現状などを交えつつ、高齢者、障がい者、学生への移

動に係る支援策の最善を模索し、提案する意味で、以下の諸点を聞

く。 

 

 

① 鳥羽市の地域公共交通（バス事業関連）について。 

② 高齢者、障がい者、学生への支援策の現状と問題点について。 

③ 今後、取り組むべき高齢者、障がい者、学生への支援策につい

て。 

 

＜市長及び担当課長＞ 

 


